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 2013年11月8日、台風「海燕」がフィリピン中部を襲い、一時最大瞬間風速100
メートルと強い竜巻並みの勢力で上陸。高波は数メートルの高さに達し、強風や
大波で被害を受けた住宅は約115万軒に上り、うち半数は全壊。フィリピンの国
家災害対策本部は11月27日、台風による死者は5500人、行方不明者は1,757人、
負傷者は2万6千人超と発表。依然として350万人以上の住民が自宅を離れ、避難
所や屋外での暮らしを余儀なくされています。 
 
 フィリピンは、MS&ADグループ会社のBPI/MS社が広くビジネス展開しているこ
ともあり、当MS&ADグループはCSR理念を貫徹し、被害地域の再建のためにグルー
プ内で募金活動を実施。当現法はグループの一員として、12月2～6日の一週間に、
中国現法本社及び各支店で社内募金を実施、駐在員と現地スタッフ80数人から合
計 8,050元（約134,750円）の寄付金を募集しました。  
 
 本部から一旦BPI/MSが受け取りBPI Foundationやフィリピン赤十字などへの寄
付予定との連絡がありましたが、中国の場合は、貿易項目外の海外送金は厳しく
管理されていますので、当現法はフィリピン駐上海総領事館経由で被害者に届く
ように決定しました。 
 
 12月11日、対外関係部の鳥屋SMと叢Mが会社代表として総領事館に現金を持参
しました。微力ですが、被災者が困難を乗越え、正常な生活にもどるように心からお
祈り申し上げます。  

フィリピン「海燕」台風被害者に募金 

フィリピン総領事館に寄贈 
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